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特  集
アジアにおける
航空貨物と空港

●�

は
じ
め
に

　

中
国
は
二
〇
一
四
年
に
ア
メ
リ
カ
を

追
い
越
し
て
、
遂
に
世
界
最
大
の
エ
ク

ス
プ
レ
ス
（
速
達
宅
配
）
便
市
場
と
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
後
で
述
べ
る
よ
う

な
「
快
逓
」（
小
口
貨
物
や
文
書
の
速

達
業
で
、
国
内
外
に
お
け
る
ド
ア
・
ツ

ー
・
ド
ア
の
国
内
・
国
際
エ
ク
ス
プ
レ

ス
を
指
す
）
業
務
量
の
点
で
、
中
国
は

初
め
て
世
界
第
一
位
の
座
を
獲
得
し
た

の
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
背
景
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
通
信
販
売
（
ネ
ッ
ト
通
販
）
な
ど

に
よ
る
商
品
購
買
の
迅
速
な
普
及
に
と

も
な
い
、
中
国
内
外
で
の
小
口
急
送
貨

物
の
取
扱
量
が
激
増
し
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
中
国
で
は
近
年
、
国
内

個
人
消
費
の
「
ネ
ッ
ト
シ
フ
ト
」
が
急

速
に
進
み
、な
か
で
も
電
子
商
取
引（
Ｅ

Ｃ
）
の
急
成
長
に
よ
り
、
こ
の
Ｅ
Ｃ
関

連
商
品
の
配
送
需
要
が
国
際
部
門
（
越

境
Ｅ
Ｃ
）
の
み
な
ら
ず
、
国
内
エ
ク
ス

プ
レ
ス
事
業
で
も
急
増
傾
向
に
あ
る
。

し
か
も
、
Ｅ
Ｃ
物
流
は
少
量
多
頻
度
で
、

か
つ
ス
ピ
ー
ド
輸
送
が
何
よ
り
も
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
ネ
ッ
ト
通
販
の
取
引
が

今
や
中
国
全
体
の
物
流
拡
大
に
と
っ
て

も
重
要
な
け
ん
引
役
と
な
っ
て
い
る
。

と
く
に
広
大
な
国
土
を
持
つ
中
国
に
お

い
て
は
、
小
口
貨
物
を
航
空
宅
配
す
る

ニ
ー
ズ
が
一
段
と
高
ま
っ
て
お
り
、
同

サ
ー
ビ
ス
の
急
速
な
発
展
を
促
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
中
国
内
外
の

エ
ク
ス
プ
レ
ス
事
業
者
は
一
様
に
、
急

拡
大
の
途
上
に
あ
る
巨
大
な
中
国
Ｅ
Ｃ

市
場
へ
の
対
応
を
い
ず
れ
も
強
く
迫
ら

れ
て
お
り
、
ま
さ
に
世
界
の
耳
目
が
こ

こ
に
集
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

本
稿
で
は
以
下
、
中
国
の
主
と
し
て

国
内
エ
ク
ス
プ
レ
ス
市
場
を
め
ぐ
る
内

資
・
外
資
系
物
流
企
業
間
の
競
合
状
況

に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

●�

小
口
貨
物
取
扱
業
務
の
急
成
長

　

中
国
国
家
郵
政
局
が
毎
年
公
布
す
る

統
計
資
料
に
よ
る
と
、
中
国
国
内
に
お

け
る
小
口
急
送
貨
物
の
取
扱
量
が
こ
れ

ま
で
急
増
し
て
き
た
こ
と
が
大
き
な
特

徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

　

実
際
、
中
国
全
体
の
エ
ク
ス
プ
レ
ス

市
場
（
国
内
と
国
際
の
総
計
）
規
模
に

つ
い
て
は
、
二
〇
一
四
年
に
「
快
逓
」

業
務
量
が
前
年
比
五
二
％
増
の
一
三
九

億
六
〇
〇
〇
万
件
に
上
り
、
初
の
年
間

一
〇
〇
億
件
と
い
う
大
台
乗
せ
を
実
現

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
以

降
、
年
平
均
伸
び
率
が
連
続
し
て
五
〇

％
を
上
回
っ
た
結
果
、
同
業
務
量
で
は

前
述
し
た
如
く
世
界
ト
ッ
プ
の
ア
メ
リ

カ
を
凌
駕
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
業
務

収
入
の
方
は
、
同
四
二
％
増
の
二
〇
四

五
億
四
〇
〇
〇
万
元
で
あ
っ
た
。
ま
た

直
近
の
二
〇
一
五
年
を
み
る
と
、
量
的

に
は
引
き
続
き
前
年
と
比
べ
五
割
増
に

近
い
四
八
％
増
の
二
〇
六
億
七
〇
〇
〇

小
島 

末
夫

中
国
の
国
内
エ
ク
ス
プ
レ
ス
市
場
と

内
外
資
系
物
流
企
業
の
競
合
状
況

万
件
を
記
録
し
、
金
額
的
に
は
同
三
五

％
増
の
二
七
六
九
億
六
〇
〇
〇
万
元

（
約
五
兆
四
〇
〇
〇
億
円
）
に
も
達
し

て
い
る
（
表
１
）。
し
か
し
、
業
務
収

入
の
面
で
は
、
総
額
お
よ
び
商
品
一
件

あ
た
り
の
金
額
と
も
に
ア
メ
リ
カ
と
比

べ
て
な
お
相
当
の
開
き
が
存
在
す
る
と

い
わ
れ
る
。

　

過
去
の
実
績
推
移
を
辿
っ
て
み
る
と
、

中
国
の
「
快
逓
」
業
務
量
は
、
年
間
数

値
が
公
に
明
ら
か
と
な
っ
た
一
九
九
〇

年
当
初
の
三
四
三
万
件
か
ら
、
一
〇
年

後
の
二
〇
〇
〇
年
の
一
億
一
〇
〇
〇
万

件
を
経
て
、
二
〇
一
〇
年
時
点
で
は
二

三
億
四
〇
〇
〇
万
件
へ
と
顕
著
な
増
加

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
二
〇
〇
六

年
段
階
の
二
億
七
〇
〇
〇
万
件
か
ら
翌

二
〇
〇
七
年
に
は
一
挙
に
四
・
四
倍
の

一
二
億
件
へ
と
著
し
く
増
大
し
て
い
る
。

こ
れ
を
勘
案
す
れ
ば
、
そ
の
辺
が
お
お

む
ね
急
成
長
の
分
岐
点
で
あ
っ
た
と
判

断
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
単
月
ご
と
の
月

間
業
務
量
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
〇
年

八
月
に
二
億
件
を
突
破
し
た
あ
と
、
翌

二
〇
一
一
年
一
二
月
に
倍
増
の
四
億
件
、

二
〇
一
二
年
一
一
月
に
六
億
件
、
二
〇

一
三
年
九
月
に
八
億
件
へ
と
短
期
間
に

急
拡
大
し
、
同
年
一
一
月
に
は
早
く
も

一
〇
億
件
の
水
準
に
初
め
て
到
達
し
て

い
る
（
参
考
文
献
①
）。

　

つ
ぎ
に
主
要
都
市
別
に
み
た
小
口
貨
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物
取
扱
量
で
は
、
二
〇
一
五
年
の
場
合
、

第
一
位
の
広
州
市
（
広
東
省
）
の
一
九

億
五
〇
〇
〇
万
件
を
筆
頭
に
、
二
位
は

上
海
市
の
一
七
億
一
〇
〇
〇
万
件
、
三

位
は
北
京
市
の
一
四
億
一
〇
〇
〇
万
件
、

四
位
は
深
圳
市
（
広
東
省
）
の
一
四
億

件
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
第
五
位
に

は
、
中
国
の
ネ
ッ
ト
通
販
最
大
手
で
あ

る
ア
リ
バ
バ
集
団
が
本
拠
を
置
く
杭
州

市
（
浙
江
省
）
が
、
一
二
億
六
〇
〇
〇

万
件
で
入
っ
た
（
参
考
文
献
②
）。
第

一
エ
リ
ア
に
属
す
る
こ
れ
ら
ト
ッ
プ
五

の
大
都
市
は
年
間
一
〇
億
件
以
上
を
取

り
扱
い
、
他
都
市
を
大
幅
に
リ
ー
ド
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

●�

都
市
間
配
送
が
発
展
を
主
導

　

小
口
貨
物
の
取
扱
業
務
を
さ
ら
に
国

内
エ
ク
ス
プ
レ
ス
と
国
際
エ
ク
ス
プ
レ

ス
に
分
け
る
こ
と
で
、中
国
の
「
快
逓
」

業
務
量
と
業
務
収
入
の
内
訳
に
つ
き
各

年
別
に
横
並
び
で
明
ら
か
に
す
る
。

　

ま
ず
直
近
の
二
〇
一
五
年
実
績
で
は
、

国
内
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
な
か
で
同
一
都

市
内
が
五
四
億
件
（
全
業
務
量
の
二
六

％
）、
四
〇
〇
億
八
〇
〇
〇
万
元
（
業

務
総
収
入
の
一
五
％
）
で
あ
り
、
ま
た

都
市
間
が
一
四
八
億
四
〇
〇
〇
万
件

（
同
七
二
％
）、
一
五
一
二
億
九
〇
〇
〇

万
元
（
同
五
五
％
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
香
港
・
マ
カ
オ
・
台
湾
を

含
む
越
境
の
国
際
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
、

そ
れ
ぞ
れ
四
億
三
〇
〇
〇
万
件
（
同
二

％
）、
三
六
九
億
六
〇
〇
〇
万
元
（
同

一
三
％
）
を
数
え
た
。
こ
の
う
ち
業
務

収
入
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
他
の
比
率
が

一
七
％
と
比
較
的
大
き
な
割
合
を
占
め

て
い
る
こ
と
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ

る
。

　

そ
う
し
た
関
係
を
二
〇
〇
七
年
と
照

ら
し
合
わ
せ
て
両
時
点
を
比
較
検
討
し

て
み
る
と
、
表
１
に
示
し
た
と
お
り
、

都
市
間
の
輸
送
業
務
量
だ
け
が
そ
の
間

に
七
・
六
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
と
シ
ェ
ア

を
大
き
く
伸
ば
し
た
以
外
は
、
同
一
都

市
内
お
よ
び
国
際
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
い

ず
れ
も
シ
ェ
ア
の
低
下
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
と
く
に
後
者
の
シ
ェ
ア
の

落
ち
込
み
（
八
・
三
％
→
二
・
一
％
）
が

際
立
っ
て
い
る
。
ま
た
エ
ク
ス
プ
レ
ス

業
界
で
は
、
競
争
が
一
層
激
し
さ
を
増

し
て
い
る
現
状
を
反
映
し
、
全
般
的
に

業
務
量
の
伸
び
に
対
し
て
収
入
の
方
は

必
ず
し
も
そ
れ
に
追
い
つ
い
て
い
な
い

状
況
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
う
し
て
業
務
量
の
点
で
は
、
国
内

エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
う
ち
都
市
間
配
送
が

今
や
全
体
の
七
割
強
を
占
め
て
圧
倒
的

な
シ
ェ
ア
を
誇
り
、
小
口
貨
物
業
務
の

発
展
を
主
導
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取

れ
る
。
そ
の
半
面
、
越
境
の
国
際
エ
ク

ス
プ
レ
ス
部
分
は
相
対
的
に
シ
ェ
ア
を

急
減
さ
せ
て
お
り
、
全
体
の
わ
ず
か
二

％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
伸
び
悩
み
が
み

ら
れ
る
。

●�

三
三
対
決
の
構
図
に
変
化

　

こ
こ
で
、
中
国
の
国
内
エ
ク
ス
プ
レ

ス
市
場
に
お
け
る
競
争
激
化
の
最
新
動

向
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
。
従
前
は
外

資
系
企
業
（
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
：
欧

米
の
国
際
総
合
物
流
大
手
企
業
）
同
士

の
争
い
に
加
え
て
、
中
国
の
地
場
企
業

を
巻
き
込
ん
だ
い
わ
ゆ
る「
三
三
対
決
」

が
開
始
さ
れ
、
文
字
ど
お
り
三
つ
巴
の

激
し
い
競
争
が
こ
れ
ま
で
繰
り
広
げ
ら

れ
て
き
た（
参
考
文
献
③
）。
す
な
わ
ち
、

•  

国
有
企
業
（
中
国
郵
政
〈
Ｅ
Ｍ
Ｓ
〉、

中
鉄
快
運
、
民
航
快
逓
）

•  

民
営
企
業
（
順
豊
速
運
、
宅
急
送
、

申
通
快
逓
）

•  

外
資
企
業
（
Ｕ
Ｐ
Ｓ
社
、
Ｆ
ｅ
ｄ
Ｅ

ｘ
社
、
Ｄ
Ｈ
Ｌ
社
）

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
二
〇
〇
七
年
頃

の
情
報
に
基
づ
き
、
前
記
の
企
業
分
類

別
に
国
内
・
国
際
エ
ク
ス
プ
レ
ス
業
務

に
占
め
る
割
合
で
比
較
対
照
し
た
の
が

表
２
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

中
国
の
国
際
エ
ク
ス
プ
レ
ス
市
場
で
は
、

外
資
系
企
業
（
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
）

が
小
口
貨
物
取
扱
量
の
八
〇
％
に
上
る

シ
ェ
ア
を
占
め
て
断
ト
ツ
の
状
態
に
あ

っ
た
。
反
対
に
中
国
の
地
場
企
業
は
、

国
有
と
民
営
企
業
の
双
方
を
合
わ
せ
て

も
二
〇
％
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ

の
半
面
、
国
内
エ
ク
ス
プ
レ
ス
市
場
で

は
、
都
市
間
の
貨
物
業
務
は
国
有
企
業

が
七
〇
％
と
お
も
に
支
配
し
て
お
り
、

労
働
集
約
的
で
利
潤
率
も
低
い
同
一
都

市
内
の
そ
れ
は
民
営
企
業
が
七
五
％
と

優
勢
な
局
面
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

全
体
と
し
て
は
エ
ク
ス
プ
レ
ス
市
場
が

ほ
ぼ
三
分
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。

表１　中国における小口貨物取扱量（高）の推移

年 業務量
（億件、％）

業務収入
（億元）国内エクスプレス 国際

エクスプレス同一都市内 都市間
2007 12.0（100.0） 3.3（27.5） 7.7（64.2） 1.0（8.3） 342.6
2010 23.4（100.0） 5.4（23.1） 16.7（71.4） 1.3（5.6） 574.6
2013 91.9（100.0） 22.9（24.9） 66.4（72.3） 2.6（2.8） 1,441.7
2014 139.6（100.0） 35.5（25.4） 100.9（72.3） 3.2（2.3） 2,045.4
2015 206.7（100.0） 54.0（26.1） 148.4（71.8） 4.3（2.1） 2,769.6

2015/2007
倍率 17.2 16.3 19.3 4.3 8.1

（出所）�『中国統計年鑑』2014 年版、575 ページおよび中国国家郵政局「2014 年・
2015 年郵政行業運行情況」に基づき筆者作成。

09_特集.indd   29 16/09/05   10:27



アジ研ワールド・トレンド No.252（2016. 10） 30

　

た
だ
、
近
年
に
お
い
て
は
先
に
も
述

べ
た
と
お
り
、
最
も
伸
び
て
い
る
の
は

都
市
間
の
小
口
貨
物
取
扱
で
あ
り
、
国

内
大
都
市
を
中
心
に
新
た
な
需
要
が
喚

起
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、

昨
今
（
二
〇
一
四
年
）
で
は
国
内
エ
ク

ス
プ
レ
ス
市
場
の
主
力
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
と
く
に
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ

て
躍
進
し
て
い
る
の
が
民
営
企
業
（
業

務
量
シ
ェ
ア
は
八
六
％
）
で
あ
る
。
一

方
、
国
有
企
業
に
関
し
て
は
同
一
三
％

で
、
外
資
系
企
業
に
至
っ
て
は
わ
ず
か

同
一
％
に
し
か
す
ぎ
ず
苦
戦
を
強
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
（
参
考

文
献
④
）。

　

と
こ
ろ
で
、
中
国
に
は
現
在
、
全
国

に
約
八
〇
〇
〇
社
あ
ま
り
の
小
口
貨
物

を
取
り
扱
う
物
流
企
業
が
存
在
し
、
そ

の
う
ち
主
要
な
「
快
逓
」
ブ
ラ
ン
ド
は

二
〇
社
を
超
え
る
と
い
わ
れ
る
。
具
体

例
を
挙
げ
る
と
、
国
有
の
中
国
郵
政
速

逓
（
六
）
や
民
営
の
順
豊
速
運
（
四
）、

ま
た
申
通
快
逓
（
一
）、
圓
通
速
逓

（
二
）、中
通
快
逓（
三
）、韻
達
速
逓（
五
）

の
通
称「
三
通
一
達
」に
百
世
汇
通（
七
）

を
加
え
た
「
四
通
一
達
」
な
ど
が
お
も

な
大
手
企
業
で
あ
る
（
注
：
企
業
名
の

後
の
数
値
は
二
〇
一
四
年
の
業
務
量
に

基
づ
く
順
位
。
参
考
文
献
④
）。
こ
の

な
か
で
上
位
六
社
合
計
の
「
快
逓
」
業

務
量
は
、
市
場
全
体
の
実
に
八
割
前
後

に
も
達
し
て
お
り
、
高
い
集
中
度
が
み

ら
れ
る
。

●�

イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
も
本
格
的

に
参
入

　

中
国
政
府
は
長
い
あ
い
だ
、
外
資
系

企
業
に
対
し
て
中
国
国
内
の
エ
ク
ス
プ

レ
ス
業
務
に
は
、
と
く
に
厳
し
い
制
限

を
設
け
臨
ん
で
き
た
。
こ
の
た
め
、
ア

メ
リ
カ
系
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
二
社
は
、

中
国
側
と
の
合
弁
企
業
の
事
業
買
収
に

よ
る
国
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
得
に
と

も
な
い
、
そ
の
時
点
で
よ
う
や
く
国
内

エ
ク
ス
プ
レ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
実
質
的

に
開
始
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え

ば
、
Ｕ
Ｐ
Ｓ
社
は
中
国
側
パ
ー
ト
ナ
ー

の
中
国
対
外
貿
易
運
輸
総
公
司
（
略
称

は
中
外
運
。
シ
ノ
ト
ラ
ン
ス
）
か
ら
合

弁
会
社
の
株
式
を
買
い
受
け
る
こ
と
で

自
営
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
展
開
が
可
能
と

な
り
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
に
中
国
国

内
で
の
エ
ク
ス
プ
レ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を

始
動
し
た
。
ま
た
Ｆ
ｅ
ｄ
Ｅ
ｘ
社
の
方

は
同
様
な
方
法
で
、
二
〇
〇
七
年
六
月

か
ら
中
国
国
内
に
お
け
る
翌
日
配
送
エ

ク
ス
プ
レ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

他
方
、
そ
れ
ら
に
先
行
す
る
ド
イ
ツ

ポ
ス
ト
Ｄ
Ｈ
Ｌ
社
に
お
い
て
は
、
中
国

側
と
の
合
弁
企
業
Ｄ
Ｈ
Ｌ
シ
ノ
ト
ラ
ン

ス
社
を
設
立
し
て
以
来
一
九
九
六
年
ま

で
の
一
〇
年
間
に
、
中
国
市
場
向
け
の

エ
ク
ス
プ
レ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と

投
入
す
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
面
で
の
差

別
化
を
図
り
つ
つ
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
網

を
構
築
し
て
き
た
。
二
〇
〇
四
年
頃
に

は
、
つ
ま
り
前
記
の
ア
メ
リ
カ
系
イ
ン

テ
グ
レ
ー
タ
ー
二
社
が
中
国
の
国
内
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
張
し
よ
う
と
奔
走
し

て
い
た
際
、
Ｄ
Ｈ
Ｌ
シ
ノ
ト
ラ
ン
ス
社

は
す
で
に
国
内
エ
ク
ス
プ
レ
ス
業
務
を

営
む
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
、
小
包
を

主
と
す
る
同
営
業
が
可
能
な
状
態
に
あ

っ
た
。

　

そ
の
う
え
で
二
〇
〇
九
年
に
入
る
と
、

Ｄ
Ｈ
Ｌ
シ
ノ
ト
ラ
ン
ス
社
は
上
海
全
宜

快
逓
有
限
公
司
、
北
京
中
外
運
速
逓
有

限
公
司
、
香
港
金
果
快
逓
有
限
公
司
な

ど
三
社
の
株
式
一
〇
〇
％
を
買
い
上
げ
、

企
業
再
編
後
は
「
中
外
運
全
一
」
と
い

う
新
し
い
名
称
の
会
社
の
も
と
で
国
内

エ
ク
ス
プ
レ
ス
業
務
を
改
め
て
再
起
動

し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
社
が
中

国
国
内
の
エ
ク
ス
プ
レ
ス
事
業
に
積
極

的
に
乗
り
出
し
た
と
き
に
は
、
同
市
場

を
取
り
巻
く
情
勢
が
一
変
し
て
い
た
。

同
市
場
は
現
地
地
場
企
業
（
と
く
に
民

営
宅
配
企
業
）
の
台
頭
を
受
け
て
、
受

注
獲
得
を
め
ぐ
り
低
価
格
競
争
と
い
う

価
格
合
戦
の
さ
な
か
に
突
入
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
同
社
は
遂
に

二
〇
一
一
年
七
月
、
前
述
し
た
国
内
エ

ク
ス
プ
レ
ス
企
業
三
社
の
全
株
式
を
深

圳
市
友
和
道
通
実
業
有
限
公
司
に
譲
渡

し
、
七
年
続
い
た
中
国
で
の
国
内
エ
ク

ス
プ
レ
ス
業
務
を
断
念
し
て
そ
こ
か
ら

撤
退
し
た
の
で
あ
っ
た（
参
考
文
献
③
）。

　

だ
が
、
ア
メ
リ
カ
系
イ
ン
テ
グ
レ
ー

タ
ー
二
社
は
逆
に
同
事
業
へ
本
格
的
に

参
入
し
よ
う
と
注
力
し
て
い
た
。
な
か

で
も
Ｕ
Ｐ
Ｓ
社
は
積
極
的
で
あ
り
、

二
〇
一
二
年
に
第
一
弾
と
し
て
全
国
七

都
市
で
の
営
業
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
、

翌
二
〇
一
三
年
に
は
そ
れ
が
一
九
都
市

へ
と
拡
大
さ
れ
た
。
ま
た
国
家
郵
政
局

は
二
〇
一
二
年
九
月
に
至
り
、
Ｕ
Ｐ
Ｓ

社
と
Ｆ
ｅ
ｄ
Ｅ
ｘ
社
の
中
国
法
人
に
対

し
て
そ
れ
ぞ
れ
国
内
エ
ク
ス
プ
レ
ス
業

務
の
営
業
許
可
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た

（
参
考
文
献
⑤
）。

表２　企業分類別国内・国際エクスプレス
　　　業務に占める割合比較
� （単位：％）

企業分類
国内エクスプレス 国際

エクスプレス同一都市内 都市間

国有企業 20 70
20

民営企業 75
30

外資企業 5 80

（出所）�『中国現代物流発展報告 2009 年』338 ページ。
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そ
れ
か
ら
中
国
政
府
は
二
〇
一
四
年

九
月
、「
国
内
の
宅
配
市
場
を
外
資
に

も
開
放
し
、
内
外
資
の
公
平
な
秩
序
あ

る
競
争
を
促
進
す
る
こ
と
」
を
正
式
に

決
定
し
た
。
こ
こ
に
、
国
内
の
エ
ク
ス

プ
レ
ス
業
務
に
関
わ
る
小
包
宅
配
市
場

が
開
放
さ
れ
、
中
国
の
エ
ク
ス
プ
レ
ス

市
場
が
国
内
・
国
際
を
問
わ
ず
、
名
実

と
も
に
全
面
的
な
開
放
段
階
を
よ
う
や

く
迎
え
た
の
で
あ
る
。

●�

菜
鳥
vs
豊
巣
の
両
陣
営
に
二
極

化
　

中
国
の
国
内
エ
ク
ス
プ
レ
ス
事
業
分

野
に
お
い
て
、
民
営
物
流
企
業
の
う
ち
、

と
り
わ
け
速
達
宅
配
業
に
依
拠
し
つ
つ

急
成
長
を
遂
げ
て
き
た
の
が
民
営
宅
配

企
業
で
あ
っ
た
。
近
年
に
お
け
る
爆
発

的
な
業
務
量
の
急
増
が
突
出
し
て
お
り
、

そ
の
発
展
に
は
本
当
に
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、

小
口
急
送
貨
物
の
顧
客
ニ
ー
ズ
を
い
ち

早
く
取
り
込
も
う
と
、
競
合
企
業
同
士

の
協
業
に
よ
る
「
快
逓
」
物
流
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
新
た
に
立
ち
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
今
日
で
は
お
も
に
二
大
陣
営

に
分
か
れ
て
の
対
抗
と
い
う
形
で
激
し

い
競
争
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
に
ま
ず
先
鞭
を
つ

け
た
の
が
、
ネ
ッ
ト
直
販
企
業
の
ア
リ

バ
バ
集
団
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
三
年
五

月
、
同
集
団
は
銀
泰
百
貨
集
団
と
協
力

し
て
、多
数
の
エ
ク
ス
プ
レ
ス
企
業（
順

豊
速
運
と
「
三
通
一
達
」
を
含
む
）
や

関
連
の
金
融
機
関
な
ど
と
の
連
合
に
よ

り
、
菜
鳥
網
絡
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
科

技
有
限
公
司
を
創
設
し
た
。
物
流
の
最

適
化
を
目
指
し
て
互
い
の
利
点
を
活
か

し
な
が
ら
Ｅ
Ｃ
と
物
流
を
統
合
し
、「
中

国
智
能
物
流
骨
幹
網
」（China Sm
art 

Logistic N
etw

ork

）
を
形
成
す
る
こ

と
で
、
新
し
い
物
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

始
動
し
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
そ
の

二
年
後
の
二
〇
一
五
年
五
月
末
に
初
の

菜
鳥
江
湖
大
会
が
開
催
さ
れ
る
直
前
、

同
集
団
は
雲
鋒
基
金
と
組
ん
で
、
同
ネ

ッ
ト
参
加
主
要
企
業
の
ひ
と
つ
圓
通
速

逓
に
対
し
て
戦
略
的
投
資
を
実
施
す
る

と
の
表
明
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
矢
先
、
中
国
の
宅
配
業
界

で
今
や
売
上
高
・
利
益
と
も
に
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
の
、
菜
鳥
網
絡
の
メ
ン
バ
ー
に

も
名
を
連
ね
て
い
た
順
豊
速
運

（
一
九
九
三
年
に
広
東
省
順
徳
で
創
業
）

が
、
二
〇
一
五
年
六
月
、
ラ
イ
バ
ル
で

あ
る
「
三
通
一
達
」
の
う
ち
圓
通
速
逓

の
み
を
除
く
三
社
に
普
洛
斯
を
入
れ
た

諸
企
業
と
の
共
同
で
、
正
式
に
深
圳
市

豊
巣
科
技
有
限
公
司
を
設
立
し
た
。
こ

れ
は
、
菜
鳥
網
絡
へ
の
主
要
参
加
企
業

が
ほ
ぼ
揃
っ
て
そ
れ
に
反
旗
を
翻
す
か

の
よ
う
な
行
動
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

エ
ク
ス
プ
レ
ス
配
送
用
に
二
四
時
間
セ

ル
フ
サ
ー
ビ
ス
の
開
放
型
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
（Sm
art H

ive Box

）
を
別

途
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
両
陣
営
の
確
執
は
依
然
と
し

て
続
い
て
お
り
、
二
〇
一
六
年
三
月
末
、

今
度
は
菜
鳥
網
絡
側
が
動
い
て
「
四
通

一
達
」
お
よ
び
天
天
快
逓
と
い
っ
た
六

大
エ
ク
ス
プ
レ
ス
企
業
な
ど
を
改
め
て

抱
き
込
む
形
で
、
新
た
に
菜
鳥
聯
盟
を

結
成
し
た
の
で
あ
る
。
当
初
は
当
日
渡

し
、翌
日
渡
し
な
ど
の
エ
ク
ス
プ
レ
ス
・

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
と
い
う
。

　

こ
の
た
め
、
今
後
の
台
風
の
目
と
な

り
そ
う
で
、
そ
れ
ら
か
ら
ま
っ
た
く
目

を
離
せ
な
い
の
が
順
豊
速
運
の
動
向
で

あ
る
。
同
社
は
、
中
国
国
内
に
す
で
に

強
固
な
サ
ー
ビ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

独
自
に
構
築
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
目

下
、
二
八
機
の
自
社
貨
物
機
を
保
有
し

海
外
展
開
を
も
積
極
的
に
推
し
進
め
て

お
り
、
総
合
物
流
企
業
に
向
か
っ
て
転

換
を
図
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
中
国
湖

北
省
鄂
州
市
に
お
け
る
中
国
初
の
貨
物

専
用
空
港
の
建
設
計
画
に
も
参
画
し
、

同
空
港
を
貨
物
ハ
ブ
と
し
て
活
用
す
る

意
向
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
国
の
厳
し
い
国

内
エ
ク
ス
プ
レ
ス
業
界
で
合
従
連
衡
を

と
も
な
い
な
が
ら
勝
ち
抜
い
て
い
く
た

め
に
は
、
各
社
の
特
性
を
活
か
し
た
良

品
質
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
何
よ
り
も
肝

要
で
、
他
社
と
の
差
別
化
お
よ
び
利
便

性
を
ど
こ
ま
で
訴
え
て
い
け
る
か
、
そ

れ
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
最

終
的
に
は
結
局
、「
最
後
の
一
マ
イ
ル
」

を
含
む
国
内
配
送
網
の
さ
ら
な
る
拡
充

こ
そ
が
今
後
の
発
展
の
カ
ギ
を
握
る
も

の
と
み
ら
れ
る
。

（
こ
じ
ま　

す
え
お
／
国
士
舘
大
学
21

世
紀
ア
ジ
ア
学
部
教
授
）
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